
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年11月15日

【四半期会計期間】 第15期第２四半期（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

【会社名】 ＳＢＩベリトランス株式会社

【英訳名】 ＳＢＩ VeriTrans Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役執行役員COO　　沖田　貴史

【本店の所在の場所】 東京都港区六本木一丁目６番１号

【電話番号】 ０３－６２２９－０８５０

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員専務CFO　　山口　智宏

【最寄りの連絡場所】 東京都港区六本木一丁目６番１号

【電話番号】 ０３－６２２９－０８５０

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員専務CFO　　山口　智宏

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

　

EDINET提出書類

ＳＢＩベリトランス株式会社(E05427)

四半期報告書

 1/24



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第２四半期連結
累計期間

第15期
第２四半期連結
累計期間

第14期
第２四半期連結
会計期間

第15期
第２四半期連結
会計期間

第14期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 2,445,8302,888,5771,217,3981,505,2525,024,157

経常利益（千円） 512,972 574,576 247,462 291,7301,051,373

四半期（当期）純利益（千円） 291,411 341,995 137,259 177,342 613,466

純資産額（千円） － － 2,313,8692,880,4022,652,397

総資産額（千円） － － 4,117,2945,892,2536,075,086

１株当たり純資産額（円） － － 14,205.8017,551.3516,156.94

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,771.892,094.41 843.06 1,086.063,747.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1,761.052,088.56 838.37 1,083.063,726.81

自己資本比率（％） － － 56.2 48.6 43.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,638,48411,560 － － △1,279,101

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△168,287△157,149 － － △351,837

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△27,236△812,346 － － 1,489,632

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,124,8061,859,5662,817,506

従業員数（人） － － 53 61 58

　（注）売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 61（6） 

　（注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含むほか、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣

社員を含みます。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 52（3） 

　（注）  従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含ん

でおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含みます。）は、当第２四半

期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】
 当社グループは、決済サービス事業の単一セグメントであるため、決済サービス事業内におけるサービス別に記載

しております。

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当社グループは、決済処理サービス及び収納代行サービスなどの決済関連事業を行っており、提供するサービス

の性格上、生産実績の記載に馴染まない為、記載しておりません。

　

(2)商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。

サービス別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
前年同四半期比
（％）　
　

情報セキュリティサービス（千円） 104,556 290.3

 合計（千円） 104,556 290.3

（注）１．上記商品仕入は、全てサーバ証明書の購入に係るものであります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3)受注状況

生産実績と同様の理由により、記載しておりません。

　

(4)販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。

サービス別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
前年同四半期比
（％）
　

決済処理サービス（千円） 268,963 110.0

収納代行サービス（千円） 1,052,243 120.6

情報セキュリティサービス（千円） 61,778 99.0

広告関連サービス（千円） 92,688 308.8

その他（千円） 29,578 370.9

合計（千円） 1,505,252 123.6

　（注）１．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間の主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に

対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

 株式会社デジタルメディアマート 214,410 17.6 241,679 16.1

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出が好調であることや、猛暑効果による消費増に

より、緩やかながら引き続き回復基調にあります。しかしながら、長引く円高の影響が懸念されており、景気の先行き

不透明感が強まっております。

　このような状況の中、日本国内のBtoCのEC市場は、景況感の悪化による節約志向の高まりをうけ、価格比較が容易な

インターネット通販が消費者へ広がっていることもあり、昨年度から引き続き成長を続けております。

　当社では、「EC事業者様のコアビジネス（本業）への専念をサポート」をスローガンに、より魅力のある商品やサー

ビスを消費生活者に提供できるようEC事業者を支援する、総合決済サービス及びECインフラサービスの提供に経営資

源を集中し、安全かつ利便性の高いサービスを提供してまいりました。

　当第２四半期連結会計期間の売上は、各サービスにおいて好調でありました。当社の各サービス別の業績は次のとお

りであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
　  至　平成22年９月30日）

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　  至　平成21年９月30日）

（参考）
平成22年３月期

 決済処理サービス（千円） 268,963 244,416 982,590

 収納代行サービス（千円） 1,052,243 872,601 3,617,462

 情報セキュリティサービス（千円） 61,778 62,385 219,793

 広告関連サービス（千円） 92,688 30,020 157,410

 その他（千円） 29,578 7,975 46,900

合計（千円） 1,505,252 1,217,398 5,024,157

　当第２四半期連結会計期間における、決済処理サービス、収納代行サービスについては、当第１四半期末からの利用

店舗数の純増が193店舗あり（当第２四半期末において3,797店舗、稼動店舗数はサービス契約ごとに計上）、店舗当

たりの売上が大きいクレジットカード決済サービス、コンビニエンスストア決済サービスが順調に推移いたしまし

た。また、広告関連サービスでは、レコメンドASPサービスが好調であり、高付加価値サービスの提供による新たな収益

源の確立を図っております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高1,505百万円、営業利益289百万円、経常利益291百万円、四半期

純利益177百万円となりました。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前四半期連結会計期間末に比

べ1,209,718千円増加し（前連結会計年度末に比べ957,939千円減少）、当第２四半期連結会計期間末には1,859,566

千円となりました。当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は3,719千円（当第２四半期連結累計期間は11,560千円の獲得）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益の計上301,730千円、減価償却費による資金留保50,959千円、売上債権の増加30,706

千円、立替金の増加404,470千円、収納代行預り金の増加89,710千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は96,255千円（当第２四半期連結累計期間は157,149千円の使用）となりました。これ

は主に、有価証券の取得による支出50,000千円、有形固定資産の取得による支出70,567千円、投資有価証券の売却によ

る収入30,000千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は1,302,256千円（当第２四半期連結累計期間は812,346千円の使用）となりました。

これは主に、短期借入金の純増加額1,300,000千円によるものであります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　

（4）研究開発活動

　当社グループは、変化のスピードが急速であり、新たな参入事業者も多く、技術革新の著しいインターネット業界

において、グローバルな視点から最新の業務動向をいち早く捉えるとともに、当社グループの技術力を有効に活用

したサービスの開発に努めています。

　ただし、当第２四半期連結会計期間においては研究開発による支出はありません。

 

EDINET提出書類

ＳＢＩベリトランス株式会社(E05427)

四半期報告書

 6/24



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 675,504

計 675,504

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 170,790 170,790

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

当社は単元株

制度は採用し

ておりません。

計 170,790 170,790 － －

　（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（新

株予約権付社債とみなされる新株引受権付社債の行使を含む）により発行された株式数は含まれておりませ

ん。　

　      ２．第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ヘラクレスであります。

　なお、大阪証券取引所ヘラクレスは、平成22年10月12日付で新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合さ

れており、同日以降の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。　

（２）【新株予約権等の状況】

①　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

（平成16年２月12日臨時株主総会決議）

区分
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 43

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 516

新株予約権の行使時の払込金額（円） 5,741

新株予約権の行使期間
自　平成18年２月13日

至　平成26年２月12日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）１，２

発行価格 5,741

資本組入額 2,871

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込に関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１. 当社が株式分割、株式併合を行う場合は、それぞれの効力発生のときをもって次の算式により行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率
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２．新株予約権発行後、行使価額を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権ま

たは商法等の一部を改正する法律（平成13年法律第128号）施行前の商法に定められた新株引受権付社債の新

株引受権の行使による場合を除く。）は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数

は切り上げる。

調整後行使価額 ＝

調整前

行使価額
×

既発行

株式数
＋

１株当たり

払込金額
×

新発行

株式数

既発行株式数 ＋ 新発行株式数

３．新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役、従業員その他これに準ずると当社が

認めた地位にあることを要する。ただし、任期満了により取締役を退任した場合、定年退職その他正当な理由

のある場合として当社の取締役会が認めた場合にはこの限りではない。

②　予約権者は、以下の区分に従って権利を行使することができる。ただし、各新株予約権の一部の行使はでき

ないものとする。

(ア）　平成18年２月13日もしくは当社普通株式が日本国内の株式市場に上場した日のうちいずれか遅く到来

する日から１年間（以下「第一権利行使期間」という）は、当初割り当てられた本新株予約権のうち４

分の１の個数（ただし、本号に基づき行使可能な本新株予約権の個数が１の整数倍でない場合は、１の

整数倍に切り捨てた数とする）。

(イ）　第一権利行使期間の末日の翌日から１年間（以下「第二権利行使期間」という）は、当初割り当てら

れた本新株予約権のうち２分の１の個数（前号に定める個数を含む。ただし、本号に基づき行使可能な

本新株予約権の個数が１の整数倍でない場合は、１の整数倍に切り捨てた数とする）。

(ウ）　第二権利行使期間の末日の翌日から１年間（以下「第三権利行使期間」という）は、当初割り当てら

れた本新株予約権のうち４分の３の個数（前号に定める個数を含む。ただし、本号に基づき行使可能な

本新株予約権の個数が１の整数倍でない場合は、１の整数倍に切り捨てた数とする）。

(エ）　第三権利行使期間の末日の翌日から平成26年２月12日までは、未行使の本新株予約権すべて。

③　その他の条件は、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結する契約に定めるところによる。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金　　
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年７月１日

～

平成22年９月30日

－ 170,790 － 1,066,972 － 56,571

 　　

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

SBIホールディングス株式会社 東京都港区六本木１丁目６番１号 69,780 40.86

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）　
東京都中央区晴海１丁目８番11号　 8,754 5.13

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４番６号 2,918 1.71

日本マスタートラスト信託銀行　株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,950 1.14

THE CHASE MANHATTAN BANK,N.A.

LONDON SECS LENDING OMNIBUS

ACCOUNT

WOOLGATE HOUSE,COLEMAN STREET

LONDON EC2P 2HD,ENGLAND
1,805 1.06

松井 真治 千葉県流山市 1,762 1.03

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U.S.A.
1,682 0.98

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505041
12 NICHOLAS LANE LONDON EC4N 7BN U.K1,650 0.97

沖田 貴史 東京都港区 1,630 0.95

北尾 吉孝 東京都新宿区 1,375 0.81

計 － 93,306 54.63

　（注）１．SBIホールディングス株式会社の議決権比率は、42.73％となります。

２．上記の他、自己株式が7,500株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － －

　議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式

（自己株式等）
　普通株式 7,500 － －

　完全議決権株式（その他） 　普通株式 163,290 163,290

完全議決権株式であり、権利の

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

　単元未満株式 － － －

　発行済株式総数 170,790 － －

　総株主の議決権 － 163,290 －

 

②【自己株式等】　

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

SBIベリトランス

株式会社

東京都港区六本木

一丁目６番１号
7,500 － 7,500 4.39

計 － 7,500 － 7,500 4.39

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 67,80060,00055,30051,40049,70046,700

最低（円） 51,90050,00045,15044,25043,25043,350

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所のニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」市場におけるものであり

ます。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,859,566 2,817,506

売掛金 565,293 499,237

有価証券 1,050,000 1,000,000

商品 2,933 1,809

立替金 1,547,212 942,906

その他 39,075 30,671

貸倒引当金 △4,463 △3,342

流動資産合計 5,059,617 5,288,789

固定資産

有形固定資産 ※1
 71,217

※1
 64,665

無形固定資産

ソフトウエア 578,864 531,728

その他 57,987 45,905

無形固定資産合計 636,851 577,634

投資その他の資産 124,567 143,997

固定資産合計 832,636 786,297

資産合計 5,892,253 6,075,086

負債の部

流動負債

買掛金 363,256 310,264

短期借入金 1,300,000 2,000,000

未払法人税等 236,067 229,066

収納代行預り金 918,891 696,930

その他 181,969 186,428

流動負債合計 3,000,185 3,422,689

固定負債

資産除去債務 11,666 －

固定負債合計 11,666 －

負債合計 3,011,851 3,422,689

純資産の部

株主資本

資本金 1,066,972 1,066,972

資本剰余金 74,795 74,795

利益剰余金 2,156,240 1,928,548

自己株式 △432,048 △432,048

株主資本合計 2,865,959 2,638,267

少数株主持分 14,442 14,130

純資産合計 2,880,402 2,652,397

負債純資産合計 5,892,253 6,075,086
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 2,445,830 2,888,577

売上原価 1,597,748 1,941,848

売上総利益 848,082 946,729

販売費及び一般管理費 ※
 338,591

※
 376,515

営業利益 509,490 570,214

営業外収益

受取利息 12,294 12,136

開発負担金収入 2,854 －

その他 857 722

営業外収益合計 16,006 12,858

営業外費用

支払利息 4,299 4,465

持分法による投資損失 5,402 3,563

自己株式取得費用 2,300 －

その他 521 467

営業外費用合計 12,524 8,495

経常利益 512,972 574,576

特別利益

投資有価証券売却益 － 10,000

償却債権取立益 2 －

特別利益合計 2 10,000

特別損失

固定資産除却損 4,694 －

本社移転費用 11,617 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,489

特別損失合計 16,311 1,489

税金等調整前四半期純利益 496,662 583,087

法人税、住民税及び事業税 202,765 244,554

法人税等調整額 2,486 △3,774

法人税等合計 205,251 240,779

少数株主損益調整前四半期純利益 － 342,307

少数株主利益 － 312

四半期純利益 291,411 341,995
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,217,398 1,505,252

売上原価 799,766 1,022,163

売上総利益 417,632 483,089

販売費及び一般管理費 ※
 172,324

※
 193,765

営業利益 245,308 289,324

営業外収益

受取利息 6,542 6,401

開発負担金収入 2,854 －

その他 675 128

営業外収益合計 10,072 6,530

営業外費用

支払利息 3,806 2,263

持分法による投資損失 3,461 1,579

その他 649 280

営業外費用合計 7,917 4,123

経常利益 247,462 291,730

特別利益

投資有価証券売却益 － 10,000

償却債権取立益 2 －

特別利益合計 2 10,000

特別損失

本社移転費用 11,617 －

特別損失合計 11,617 －

税金等調整前四半期純利益 235,847 301,730

法人税、住民税及び事業税 107,792 135,561

法人税等調整額 △9,204 △10,716

法人税等合計 98,588 124,845

少数株主損益調整前四半期純利益 － 176,885

少数株主損失（△） － △456

四半期純利益 137,259 177,342
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 496,662 583,087

減価償却費 59,377 97,637

のれん償却額 － 1,391

貸倒引当金の増減額（△は減少） △233 1,120

投資有価証券売却損益（△は益） － △10,000

受取利息及び受取配当金 △12,294 △12,136

支払利息 4,299 4,465

持分法による投資損益（△は益） 5,402 3,563

固定資産除却損 4,694 －

売上債権の増減額（△は増加） 78,844 △66,055

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,675 △1,123

立替金の増減額（△は増加） △588,048 △604,305

仕入債務の増減額（△は減少） △23,657 52,992

収納代行預り金の増減額（△は減少） △1,422,028 221,961

その他 △12,966 △32,490

小計 △1,411,623 240,108

利息及び配当金の受取額 12,294 12,108

利息の支払額 △4,299 △4,465

法人税等の支払額 △234,855 △236,191

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,638,484 11,560

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △8,000 △50,000

有価証券の償還による収入 8,000 －

有形固定資産の取得による支出 △35,095 △8,734

無形固定資産の取得による支出 △122,943 △127,207

投資有価証券の売却による収入 － 30,000

貸付金の回収による収入 1,102 －

関係会社株式の取得による支出 △13,930 －

敷金及び保証金の差入による支出 － △1,207

差入保証金の回収による収入 2,579 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △168,287 △157,149

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 22,200,000 －

短期借入金の返済による支出 △21,700,000 －

短期借入金の純増減額（△は減少） － △700,000

株式の発行による収入 4,064 －

自己株式の取得による支出 △432,048 －

配当金の支払額 △99,252 △112,346

財務活動によるキャッシュ・フロー △27,236 △812,346

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,834,008 △957,939

現金及び現金同等物の期首残高 2,958,815 2,817,506

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,124,806

※
 1,859,566
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

  会計処理基準に関する事項の変更  資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　これにより、営業利益及び経常利益は957千円減少し、税金等調整前四半期純

利益は2,446千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産

除去債務の変動額は11,549千円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第２四半期連結累計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローの「短期借入れによる収入」及び「短期借入

金の返済による支出」は、総額で表示しておりましたが、短期借入金については、借入期間が短く、かつ回転が速い項目

であるため、当第２四半期連結累計期間では「短期借入金の純増減額（△は減少）」として純額で表示しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の「短期借入金の純増減額（△は減少）」に含まれている「短期借入れによる収入」

は26,800,000千円、「短期借入金の返済による支出」は△26,100,000千円となっております。

　　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

ＳＢＩベリトランス株式会社(E05427)

四半期報告書

17/24



 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、168,086,443千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、152,209千円であ

ります。

　２．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借

入未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額 6,000,000千円　

借入実行残高 1,300,000千円　

差引額 4,700,000千円　　

 

　２．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残

高は次のとおりであります。

当座貸越極度額 6,000,000千円　

借入実行残高 2,000,000千円　

差引額 4,000,000千円　　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 148,094千円　　

　貸倒引当金繰入額 363千円　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 164,615千円　　

　貸倒引当金繰入額 1,120千円　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 73,474千円　　

　貸倒引当金繰入額 348千円　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 82,610千円　　

　貸倒引当金繰入額 681千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）　

　（千円）

現金及び預金勘定 1,124,806

現金及び現金同等物 1,124,806

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）　

　（千円）

現金及び預金勘定 1,859,566

現金及び現金同等物 1,859,566
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　170,790株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　7,500株

 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　親会社　－千円

 

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会　
普通株式 114,303 700平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　当社グループは決済サービス事業者として、決済サービスの提供を行っており、当該事業以外に事業の種類が

ないため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

当社グループは、決済サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　満期保有目的の債券で時価のあるもの及びその他有価証券で時価のあるものについて、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められるものはありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

１．ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

２．当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 17,551.35円 １株当たり純資産額 16,156.94円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,771.89円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,761.05円

１株当たり四半期純利益金額 2,094.41円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
2,088.56円

（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 291,411 341,995

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 291,411 341,995

期中平均株式数（株） 164,464 163,290

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後））  (－）  (－）

（うち事務手数料（税額相当額控除後））  (－）  (－）

普通株式増加数（株） 1,012 457

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

――――― ―――――
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 843.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
838.37円

１株当たり四半期純利益金額 1,086.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,083.06円

（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 137,259 177,342

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 137,259 177,342

期中平均株式数（株） 162,810 163,290

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後））  (―）　  (―）　

（うち事務手数料（税額相当額控除後））  (―）  (―）

普通株式増加数（株） 910 451

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

――――― ―――――

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

〔自己株式の取得〕

当社は、平成22年10月21日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、次のとおり自己株式の取得を行うことを決議しております。

・理由 　　　　　　　　　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため

・取得する株式の種類 　　当社普通株式

・取得する株式の総数 　　2,500株（上限とする）

　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数に占める割合1.46％）

・株式の取得価額の総額 　1億円（上限とする）

・取得する期間 　　　　　平成22年11月15日から平成23年2月14日まで

・取得の方法 　　　　　　大阪証券取引所における買付

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月10日

ＳＢＩベリトランス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅枝　芳隆　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　尚子　　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＢＩベリトラ

ンス株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２１

年７月１日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＢＩベリトランス株式会社及び連結子会社の平成２１年９月３０日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月１日

ＳＢＩベリトランス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 望月　明美　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　尚子　　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているSBIベリトラン

ス株式会社の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１　日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２２

年７月１日から平成２２年９　月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平成２２年９月３

０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、SBIベリトランス株式会社及び連結子会社の平成２２年９月３０日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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